
   令和６年度千葉県児童相談所第三者評価業務委託仕様書（案） 

 

１ 業務の目的 

  児童虐待防止対策の強化を図るための児童福祉法等の一部を改正する法律の施

行に伴い、児童相談所の体制強化等の一環として、子どもの権利擁護や支援などが

適切に行われていないとの指摘を踏まえ、改正法において、児童相談所の行う業務

の質の自己評価、第三者評価その他必要な措置を行うことにより、その業務の質の

向上に努めなければならないこととされている。 

  児童相談所の第三者評価は、評価を通じて「機能しているところ」や「改善すべ

きところ」を確認するとともに、評価結果を踏まえ、児童相談所が適切に運営され

るためのソーシャルワークの在り方や必要な職員配置及び関係機関との連携等の

確認・見直し、改善等に繋げていくことを目的とする。 

   

２ 委託業務名 

令和６年度千葉県児童相談所第三者評価業務委託 

 

３ 評価対象児童相談所 

（１）名称  千葉県柏児童相談所（柏末広支所も含む） 

所在地 柏市根戸４４５－１２ 

職員数（令和６年４月１日現在）１６８名 

一時保護所の定員数 ３１名 

（２）名称  千葉県君津児童相談所 

所在地 君津市中野４－１８－９ 

職員数（令和６年４月１日現在）７７名 

一時保護所の定員数 ２７名  

 

４ 委託期間 

契約締結の日から令和７年３月２５日まで 

 

５ 評価業務実施に係る基本的事項等 

（１）基本事項 

 ア 受託者は、評価対象である「児童相談所」の目的、性格、役割、関係法令等

を理解し、児童相談所の来所者や一時保護所に保護された児童（以下「保護児

童」という。）の人権や心情等を十分に配慮した上、評価業務を実施すること。 

 イ 受託者は、評価業務を遂行するために、受審対象所属（保護児童を含む）に

対して、評価制度の趣旨、目的、内容等を丁寧かつ慎重に説明すること。 

   また、委託者は受託者からの求めに応じて、受託者に対して、説明する機会

の提供及び確保に努めなければならない。 

 



（２）実施体制及び管理責任者の決定 

  受託者は、第三者評価の実施者（以下「評価者」という。）及び管理責任者を決

定し、契約締結後速やかに名簿を提出すること。 

（３）打ち合わせの方法等 

  ア 事前打ち合わせ 

受託者は、本契約締結後２週間以内に打ち合わせを実施すること。事前打ち

合わせには、評価者及び管理責任者が必ず参加すること。 

当該打ち合わせの内容としては、以下のとおりとする。 

（ア）委託者から、受審のねらい、評価機関への留意事項、受審児童相談所に 

かかる説明 

（イ）受託者から、第三者評価への取組姿勢、評価の具体的な実施手法・手順、 

スケジュール（案）、評価結果報告イメージの説明 

イ 職員説明 

受託者は、「ア 事前打ち合わせ」の後、速やかに各評価実施場所において、

必ず児童相談所職員への説明会を開催すること。 

（４）必要な資料等 

 ア 受託者が評価業務を実施するのに際し、委託者が保有する資料等が必要な 

場合は、一覧等を作成するとともに、委託者に申し出た上で協議するものとす

る。 

 イ 委託者は、協議内容を十分に検討し、可能な限り貸与すること。この場合、

委託者及び受託者は貸出簿等を作成し、相互に適切な管理を行った上で貸与す

るものとする。 

 ウ 受託者は、貸与された資料等について、貸与期間中はその取扱い及び保管に

ついては、十分に注意し、業務完了後に双方で貸出簿等により確認を行い返却

すること。 

 エ アからウに規定する資料の貸与に関し、児童相談所が保有する保護児童の 

個人情報については、理由の有無に関わらず貸与しないものとする。 

 

６ 評価項目・評価基準 

 評価基準については、平成３０年度「子ども・子育て支援推進調査研究事業一時

保護の第三者評価に関する研究」及び、令和２年度「子ども・子育て支援推進調査

研究事業児童相談所の第三者評価に関する調査研究」（三菱 UFJリサーチ＆コンサ

ルティングの報告書）に報告されている第三者評価項目・評価基準（案）を基本と

した項目を用いるものとする。 

   

７ 評価の方法 

 受託者が実施する評価方法については、次のとおりとする。 

なお、アンケート及びヒアリングを実施するにあたっては、事前に対象者に対し

て、趣旨、目的、内容等を十分に説明すること。 

（１）児童相談所職員への自己評価及び保護児童等へのアンケート実施、確認 



（２）関係機関に対するアンケート実施、確認 

（３）児童相談所でのヒアリング調査の実施 

（４）（１）～（３）での調査結果及び貸与された資料の分析 

（５）その他、評価に必要と認められた方法 

 

８ 評価報告書の報告 

受託者は、各評価実施場所において、児童相談所の職員に対して、ヒアリング  

調査の結果や、課題、改善方法及び評価結果などについて報告を行うものとし、  

必ず対象児童相談所の理解を得ること。 

 

９ 評価報告書等の提出 

受託者は、委託期間終了日までに「評価報告書（紙媒体３部、電子媒体１組）」

を委託者に提出しなければならない。なお、提出を受けた成果物については、委託

者の権利に帰属するものとする。 

  また、委託業務が完了したときは別紙様式により業務完了報告書を提出しなけれ

ばならない。 

  なお、評価報告の概要については千葉県ホームページ上において公開する。 

 

10 費用 

 業務の履行に要する費用は全て、本契約の契約金額に含まれるが、受託者が児童

相談所で実施するヒアリング調査において、昼食を必要とする場合は実費を徴収す

る。 

 

11 その他 

 契約書及び本仕様書に定めのない事項、又は疑義が生じたときは、委託者と受託

者とが協議して定めるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


